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（１）土軟硬区分 

技術書「岩の工学的性質と設計・施工への応用」では、『爆破によらなければ掘削できな

いようなものを硬岩、リッパによって掘削できるようなものを軟岩、ブルドーザーで直接

掘削できるようなものを土砂』と述べています。また基準図書である「道路土工要綱」で

も、表-1 のようにリッパで掘削できるものを軟岩としています 1)。このように、あくまで

施工性、つまり積算を視野にした区分であることが分かります。 

土軟硬区分は、国土交通省中国地方整備局土木工事設計マニュアルにて表-2 のように分

類されています 2)。ここでは、岩の硬さや亀裂の間隔、風化程度、割れやすさなどととも

に、地山弾性波速度が示されています。また道路土工-切土工・斜面安定工指針では、表-3

や図-1 でリッパビリティに関する整理がなされていますが、岩級区分との関係は触れられ

ていません 3)。 

 

 

  

切土工事を行うとき、掘削は「軟岩」などの土軟硬区分で区分さ

れますが、地質調査時点では「ＣＬ級」などの岩級区分で区分され

ています。これはどう対比すればいいのですか？ 

土軟硬区分は施工性を前提に分けられたもので、『爆破によらなけ

れば掘削できないようなものを硬岩、リッパによって掘削できるよ

うなものを軟岩、ブルドーザーで直接掘削できるようなものを土

砂』とされています。土軟硬区分は施工性、つまり積算を中心に考

えられている一方、岩級区分は岩盤状態を区分するための指標で、

考え方が異なります。 

岩級区分と土軟硬区分を明確に結び付ける基準・資料はあまりな

く、明確にされていません。これは、多種多様な地質が分布する日

本で統一的かつ明確な基準を定めると、却って不都合を生じるから

と思われます。見方の違う二つの基準の関係が曖昧であるため、各

現場で岩級区分と土軟硬の関係を見定め、積算しているのが実態だ

と思われます。 
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表-1 土工における岩および土の分類表 1)に加筆 

 

 
表-2 岩の分類（土軟硬区分）2) 
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表-3 目視あるいはテストハンマによるリッパビリティの判定の目安 3) 

 

 

 

 

 

図-1 掘削工法の適用限界 3) 
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（２）岩級区分 

次に岩級区分について述べます。 

岩級区分は、例えばボーリング柱状図作成要領にて表-4 のように示されています 4)。こ

こでは、岩の硬さや亀裂の間隔、風化程度、割れやすさなどが指標とされています。土軟

硬とは異なり、岩級区分はボーリングコアや露頭で認められた岩盤状態をもとに判定しま

す。逆にここでは、土軟硬のようなリッパビリティなどについて触れられていません。ま

た、表-5 は本四公団が作成した花崗岩の分類表で、Ｄ級岩盤まで細分されています 5)。 

 

表-4 橋梁基礎のボーリングコア観察による岩盤区分の例（花崗岩）4) 
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表-5 風化花崗岩の岩盤区分とボーリングコア等の関係 5) 
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（３）岩級区分と土軟硬の関係 

岩級区分と土軟硬区分を対比する場合、例えばＣＬ級岩盤が土軟硬のどれに当たるのかな

どについて明確にされていないことが多いです。数少ない対比例として、まさ土に対する

標準法面勾配での関係が表-6 にあります。これによると、Ｄ級岩盤が土砂から軟岩、Ｃ級

岩盤が軟岩から硬岩、Ｂ級岩盤以上が硬岩とされています 6)。また切土ではありませんが、

砂防分野の技術基準に岩級区分と土軟硬が区分された表もあります（表-7）7)。 

次に、日本応用地質学会の図書「岩盤分類」において、さまざまな機関や研究において

示された各岩級区分に対する物性値が整理されており、その中で一軸圧縮強度とシュミッ

トロックハンマーの値が示されています（表-8 と表-9）8)。 

以上、これまで述べた土軟硬及び岩級区分に関する資料を総括し、表-10 の総括表を作

成してみました。 

 

表-6 まさ土に対する標準法面勾配 6) 

 

 

表-7 砂防技術図書における岩級区分の例 7) 
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表-8 各岩盤等級から予想される物理定数の範囲 8)を加筆 

 

 

表-9 事前計画時における岩分類例 8) 

  

 

  

（注）花崗岩類はＡ群 
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表-10 技術図書などをもとに作成した土軟硬および岩級区分総括表 

（主として硬質塊状岩盤） 
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